
第1回・第2回市民ワークショップ　運営に関するご意見のまとめ

市民ワークショップ、郡中小学校ワークショップにおける公民館運営関連意見のまとめ

１．方向性・コンセプト

誰でも
気軽に使える

中央と地区の
役割分担

ある。

れば良いことである。
・双海、中山、南伊予の公民館には多目的スペースなどの施設はないが、中央公民館があるから我々は納得している。（第5回）
・郡中にはふるさと創生館も彩浜館も、さざなみ館もあり、見方によっては全部が公民館。（第5回）
・ここに中央公民館が入っているから我々も認めている。地区公民館だけならバレーボールが出来て、卓球が出来るようなことは許せない。
（第7回）

２．事業

市民が
講師となり
交流

ます。

いろいろな
教室

・アトリエ２で料理教室を開いたらいいと思う。（郡中小）
・アトリエ３で工作教室を開いたらいいと思う。（郡中小）
・和室でできるゲームみたいなことを1区画に置けばいいと思う。（郡中小）
・（多目的スペースについて）月に１回ぐらいイベントみたいなことをすればいいと思う。（郡中小）
・（多目的スペースについて）小さい子のために、おもちゃをおいたらいいと思う。（郡中小）
・（多目的スペースについて）月間のイベントを企画したらいいと思う。（郡中小）

気軽に
学習・参加

他施設との
連携・分担

その他

３.利用時間・休館日

時間延長
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４．利用規則

利用料金

利用規則

えよう。「だれでもわかりやすい」使用をみんなで考え合いましょう。
・利用団体の利用制限をかける。競合した場合は前回の利用から遠い方の団体を優先する。（第5回）
・１年間分の予約を団体が取ってしまうのをやめ、何ヶ月かごとの予約にする。（第5回）
・予約のスケジュールを一覧表にして公開せよ。（第5回）
・現在の大会議室はスポーツ団体が既得権的に利用しているイメージがあります。予約のルールを考える必要がある。（第5回）
・調整会議を開き、不公平のないようにすべきだ。（第5回）
・市民誰にでも平等に開かれている場でなければならない。年度の初め（或いは終わり）に市民（組織・団体）から利用の希望と計画を出しても
らい、偏らぬように調整する（場をいくつかに区切ったり、時間設定をしたりすればよい。）。（第5回）
・特定者以外にも利用できるよう、申し込みに方法を。（第5回）
・特定の団体の利用で他の利用が全くできないのはダメ!!なにか良い方法はないか?!（第5回）

５.運営組織

民間活用

一体的な運営

その他

６.市民の関わり

市民参加
・公民館主事が昔は地域の若者達と親交があった。これから昔の青年団活動をしていた人が、人材を育てていけるようなシステムを作る。（第5
回）
・市民参加の公民館活動は大いに賛成。（第5回）
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